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1.はじめに
インターネットの発展によりウェブ上にある情報は，

年々増加しているが，その中から興味ある情報を的確
に取得することは容易ではない．この問題を解決する
方法の一つに情報推薦システム [1][2]がある．このシス
テムは，利用者の興味に合う情報を選別，提示するも
のの，一方的に情報推薦をする．そのため，満足度の
高い情報を推薦するためには，利用者からのフィード
バックが必要である．また，個人の興味は流行や情報
の鮮度によっても変化するので，流行や鮮度の高い情
報を提供しつつ，利用者からのフィードバックを学習
するシステムが必要である．
マイクロブログの一種である Twitter[3]は，手軽に

情報発信を行うことができる．そのため Twitterでは
年々利用者数や投稿数が増え，様々な情報が蓄積され
ている．特に近年では，ブログなどの様々なウェブア
プリケーションと連動し，鮮度の高い情報が発信され
やすくなっている．Tiwtterには Retweetという再投
稿機能があり，この機能から人気や流行の度合いを調
べることができる．また，チャットのように特定の個人
とやり取りを行うリプライ機能もある．
これらの特性に着目して，筆者らはTwitterからURL

を含むつぶやきを収集・分析・分類・蓄積するサブシ
ステムと，利用者との対話から興味を抽出し，その結
果を利用して利用者の興味にあった情報を推薦するサ
ブシステムの 2つを構築する．

2.提案システムの概要
情報の収集から蓄積までを行う「情報収集サブシス

テム」と会話を行う「ボットサブシステム」の 2つを
提案する．システムの全体像を図 1で示す．
まず，情報収集サブシステムでは，言語設定が日本

語である Twitter利用者のつぶやきから，URLを含む
ものを収集する．URL先とつぶやき本文を分析後，そ
の結果をもとにURLを独自にタグ付け，分類し，デー
タベース（DB）に蓄積する．
ボットサブシステムでは，利用者とシステムが会話

を行う．利用者の会話文を分析し，そこから興味（タ
グ）を抽出する．その興味をもとにDBからURL情報
を取得し，利用者に返信する．

3.つぶやき情報の分析
Twitterから取得したつぶやき情報を下記の手順で

分析する．
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図 1: システムの全体像

手順 1. 本文から URLを分離

手順 2. 本文と URL先を句読点，記号で分割

手順 3. 形態素解析

手順 4. 合成語計算

手順 5. シソーラスを利用して類義語を抽出

取得したつぶやき情報から本文を抜き出し，本文と
本文中に含まれる URLを分離する．その後，URL先
とつぶやき本文を一文単位で形態素解析する．さらに
形態素解析された文に対して，図 2の様に，i, jの位置
をシフトさせながら式 (1)を用いて合成語の計算を行う
[4]．単語 tk に対して，直前直後の単語 tk−1と tk+1が
出現する確率をそれぞれ求めていく．連結スコア Ci,j

が低い場合や単語の出現数が 1以下の場合は合成語の
候補から外す．
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図 2: 複合語の候補生成

Ci,j =
j∏

k=i

P (tk−1|tk)P (tk+1|tk) (1)

また，合成語に含まれる部分文字列も合成語候補と
はしない．例えば，合成語「東京工科大学」には，そ
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の部分文字列「東京」，「東京工科」などが含まれてい
る．合成語の部分文字列になっている文字列は，スコ
アとして計算しない．ただし，「東京工科」のように単
体のみで出現する場合は 1回と数える．さらに，「の本」
や「本の」の様に先頭や末尾が助詞の文字列は出現確
率が高いため，先頭もしくは末尾が助詞の場合も，合
成語と見なさない．なお，抽出した合成語は，以後も
出現する確率が高いためMeCab辞書に自動登録する．
シソーラスを使い，すでに得られている名詞や合成

語の類義語を抽出する．それぞれの単語をシソーラス
検索にかけ，類義語を取得する．情報取得サブシステ
ムでは，類義語とシソーラス検索に利用した単語を分
類タグとする．

4.興味抽出処理
利用者の会話文を前述 3の手法で分析し，興味を抽

出する．シソーラスで類義語を抽出し，単語と類義語
を興味情報として蓄積する．一定量興味が蓄積された
ら，その興味をキーとして DB検索にかける．より多
くの興味と一致し，なおかつ投稿日時が新しいつぶや
きの URL情報を返す．

5.システムとの対話
人工無脳機能を用いてシステムと利用者が対話を行

う．利用者との会話は Tiwtterの返信機能を使い，利
用者からは「@ボット ID　本文」，システムからは「@
利用者 ID　本文」という形で会話を行う．Twitterと
システムとの会話文の取得や送信は TwitterAPIを使
用する．
本システムの会話の種類は，「情報要求」，「フィード

バック」，「それ以外」の 3種類とした．
情報要求とは，「xxxが欲しい」などと直接的な要求

をする文のことである．この場合，即時に情報を推薦
できるように「xxx」部分を抜き出し，興味抽出を行う．
抽出した興味をキーとしてDB検索を行い，URL情報
を取り出す．
会話文が情報要求ではない場合，興味を引き出すよ

うな会話を行う．会話文を対象として逐時興味抽出を
行い，興味を蓄積していく．ある程度まで蓄積した興
味をキーとしてDB検索を行い，URL情報を取り出す．
取り出した情報は，「@利用者 ID　説明文 + URL」と
いう形で利用者に提供する．

6.動作例
試作段階のシステムを実際に動かして得られた例を

図 3，4に示す．
現在のボットサブシステムは，『「xxx」ほしい』など

と「」内に書かれた単語を抜き出し，直接 DB検索を
行い，DB内に「xxx」と同じタグが存在すれば，その
URL情報を返す仕組みである．図 3は「Windows」関
連のURLを返しているため，上手く利用者の興味と一
致する URL情報を提示することができている．一方，
図 4の興味情報は「農林水産省」であるが，提示した
URL情報は「セシウム」関連の話題であった．これは，
Twitterより取得した URL情報を分析した結果から，

図 3: 「Windows」情報の結果

図 4: 「農林水産省」情報の結果

出現頻度の高い名詞を分類タグとしているため，分類
したタグと URL情報が一致しているとはかぎらない
ことが原因である．今後，シソーラスを使い，名詞の
上位概念を抽出し，それをタグとすることでより正確
な分類ができると考えられる．

7.おわりに
本稿では，TwitterからURLを含むつぶやき情報を

収集・分析・分類・蓄積するサブシステムと，利用者
と対話を行い，興味に合う情報を提示するサブシステ
ムの 2つからなる，情報推薦システムを提案した．
今後，開発実験を行うことで，システムの有効性を

検証すると共に，情報収集サブシステムの分析方法や
分類方法についても検討し，さらに，ボットサブシス
テムの対話手法や興味と合う情報の抽出方法の検討も
行う．現在判明している問題点に，Streaming APIの
取得漏れがる．これは，Twitter全体の 1%のつぶやき
をランダムに取得するために発生する．収集部を並列
化し，取得漏れを少なくする必要がある．
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